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　 41．動的 状 態 に お け る 大 腿 伸筋 群 の 筋 変 形 と 重

　　　　心 の 移動 に つ い て
一MRI に よ る 定量 的評 価
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　 【目 的1本 研 究 で は 、静 的 状 態 及 び 最 大筋 収 縮 時 の 大

腿 四 頭 筋の 筋 形 状 を 定量 的 に 計測 し、筋の 動的変形 に つ

い て 検 討 す る こ と を 目 的 と した。

　 【方法 1 大 学 女 子 バ スケットボ ール選 手1〔》例20 大 腿 部 に つ

い て 、GE 社 製 静磁 場 強 度 L5t ¢ s置aの 超電動MR 装 置 に よ

り、繰 り返 し時 間（TR ）900mmlsec 、エコ
ー時 間20．Ommlsec

の マルティフエ コ
ー
法 に よ り行 な い 、大腿 骨 大 転 子 の 頂 点 と膝

関節 の 脛 骨顆 間 隆起 間 を100 等 分 し、そ の 近位 7096部 位

よ り遠位 ま で 、スライス厚 12mm 、スライス間 隔10mm の 飭弛緩

時の 横断面 を撮像 し た。さ ら に 筋 収縮 時 の 撮 像 を グ ラデ

ィエ ントエ コ
ー
法 を 用 い た 高 速ヌキャンに よ り行 な い 、被 験 者 に 対

し て 弛 緩 時 同様 の 、仰 臥位膝傳展位 で 49 秒 間 大腿 部 等 尺

性筋収縮 を施行 し、大腿 中 央50％ 部 位 の 画像 を撮 っ た 。

ま た 、代 表例 と し て2例 の 筋 収 縮 時 の 横 断 面 を、弛 緩 時

と同様 に 広 範 に 渡 っ て 撮 像 し た e 画 像 の 解 析 は 、代 表2

例 に つ い て は、各 筋 が 判別 可 能 な 大 腿 骨 近位60％ 部位 か

ら25％ 部 位 ま で の 筋弛緩時 と筋収縮 時 の 対応 す る8スライス

に つ い て 、 CAD システムを用 い て 各 筋 群 の 断 面積 と 重心 を

算 出 し た 。ま た20 例 の 大 腿 中 央 部 に つ い て も 同様 に 算 出

した 。

　 【結 果 及 び考察 】大 腿 四 頭 筋 中央50 ％ 部位 に つ い て

筋弛緩時 と 筋収縮 時 の 20例 の 横 断面 積 は 、中 間 広筋 が弛

緩 時 19 ．8cm2 か ら 収 縮 時 18 ．8cmt へ と有 意 に 減 少 し て い た

以 外 は 、特 に 変 化 は 認 め ら れ な か っ た。代 表 2 例 に お け

る 各筋群 の 重 心 の 移 動 は、大 腿 中央 部 に お い て 移動量 が

大 きい 傾 向が あ り、20例 に お け る大腿 四 頭 筋 中央50 ％

部位 の 重 心 の 移 動 に つ い て み て み た と こ ろ、全 体 的 に 各

筋 群 で 大 腿 骨 か ら遠 ざか る よ うに 前 方 に 移 動 し て い た 。

移 動 距 離 に つ い て は 、大 腿 直筋 と 内側広筋 が各 々 13．1

mm 、 11．4mm と比 較 的 大 き く よ り前 方 に 動 き、移動角

度 に つ い て は 中 間広 筋 と 内 側 広 筋が 各 々 19，8
°
、19．0

°

と内 外 旋 の 差 は あ る が 、比 較 的 大 き くよ り回 旋 し た 。こ

の こ と よ り大腿 直筋 は よ り面 方 に 突 出傾 向 が あ り、内側

広 筋 は前 方 に 動 き さ らに外 旋す る 傾 向が ある
一

方で 、外

側広筋 は あ ま り移 動 せ ず、ま た 中 間広 筋 は 個 人 的 誤 差 は

大 きい が 、内 旋 の み お こ す 傾 向 が あ っ た 。全 体 と して は

前 方 や や 内旋方向に 膨隆 し て い た。以 上 の 動 作 時 の 筋 変

形 を合 目的 に 考える と、筋 の 重 心 が 前 方 に 移動す る こ と

に よ り、つ ま り大 腿 骨 よ り遠 ざ か る こ と に よ り、筋 の 付

着 部 の 付 着角度 を 増 大 さ せ る。こ れ は 大 腿 四 頭 筋 で 発 生

した 筋 力 を よ り有効 な ト妙 と し て 膝 に 伝 え る こ と に な る

と思 わ れ る。今 後 安 静 時 の み で な く、動 的 状 態 で の 評 価

を 行 な うこ と に よ り、トv一ニング 方 法 考 案 や 、リハ ビ リテ
ーショ ン

に も役 立 ち、対象 を 広げ本研究 を行 な う必要が あ る。
　　　　　　MR 互　　　 筋 収 縮 　　　 重 心
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　 【目的】こ れまで ヒ トの 生理学的断面積（PCSN を得る

ため に は，屍体より得られた筋容積を用い て い た．しか

しながら屍体で は筋萎縮などが生 じてい る た め，生体に
．
適用す る に はい くつ か の 問題点が挙げられ て きて い る ．
PCSA と等尺性筋力が高い 相関関係にある こ とは報告さ れ

て きて い る が
， 様々 な角速度の 等速性筋力と の 関係に つ

い て は報告 されて おらず明らか に なっ て い な い ．本研究
で はMRI に よ り非侵襲的 に得 られ た ヒ トの 脚伸筋群お よ

び屈筋群 における筋容積 よりPCSAを算出し，筋の構造的
特1生，筋の機能的特性 （等速性筋力 ， specific　tension）
およびPCSAと等速性筋力 との 関係につ い て検割する こ と

を目的とした．

　 【方法】被検者は鍛練者の 男性22名で あっ た （年齢
23．3± Z8歳，身長 175．3± 69eni，体重68．6±7．8ng）．各被
検者の 上前腸骨棘・脛骨粗面内縁間 に おけ る約47枚の 横断

像 をス ライ ス 駒 O  ，ス ラ イ燗     で連続的に測
定 した．得 られ た横断像 よ り大腿 直筋，外側広筋，中間

広筋 内側広筋，大腿 二 頭筋 半腱様筋，半膜様筋 ， 縫

工筋，薄筋の 解剖学的断面積，筋容積（My），筋長（ML ）を

灘定した．ML と筋線維長（FL）の 比が筋により
一
定で ある

こ とよ りFLを算出 し，　 Wickiwicz ら（1983）の 屍体 の デ
ー

タ

に おける筋線維 の走行角度をKSA の算出に用い た．等速
性脚伸展 ・屈曲力は角速度30，60，1SO，300，4SO　cleghecに
おけるピー

ク トル ク を用い た．

　 【結果お よび 考察】脚伸筋群 はP（おA が 大きく，筋線維

長が短く，
一
方，屈筋群で はそのPCSA が小さく，筋線維

長 が長vY頃向が認め ら れた．　 PCSAにお い て伸筋群で は外
側広筋が，屈筋群で は 半膜様筋お よび大腿二 頭筋の 長頭

が 高値を示 した．等速性筋力で は伸筋群が屈筋群 と比較
して，全 て の 角速度に おい て有意に高値を示 し， 反対 に

specific　tensionで は屈筋群が伸筋群より全 て の角速度に

お い て有意に高値を示 した，ま た
，
P⊂SA と等速性筋力 と

の 関係 にお い て伸筋群 で は全 て の 角速度に有意な相関関
係 が認 め られ た （t± aB −−O．53）．

一
方 ， 屈筋群 で は角速度

30，60，1割 〔購 に お い て有意な栢関関係が認め られ た

が（面 ．n 〜a63）， 300， 450（tegtiec（それぞれ，国 〕．44，0．16）で
は認められなかっ た．さらにそれ ぞれ の 筋群 を構成す る

筋と筋力 との 相関関係に おい て，伸筋群で は外側広筋が，
また屈筋群で は半膜様筋および大腿二 頭筋の 長頭が地の

筋と比較して高い 相関関係が認め られた．前述 したよう
に これらの 筋はPCSA が高値を示す筋であっ た．以上をま

とめる と，1．等速性筋力で は伸筋群が全て の 角速度 に お
い て 屈筋群よ り有意に 高値 を示 したが，反対に specific

tensionで は屈筋群 が 全 て の角速度 に おい て有意 に高値 を

示 した．2．伸筋群 で は低速か ら高速で
， 屈筋群では 中速

まで の等速性筋力と生理学的断面積 との 間に 有意 な絹 関

関係 が 認 め られた．
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